
平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 

在マイアミ日本国総領事館 

 

海外安全対策情報 

（平成２８年度第２四半期） 

 

１．社会・治安情勢 

（１）今期中の７月２５日午前０時３０分ころ、フロリダ州フォートマイヤーズ市内に所在するナ

イトクラブ「クラブ・ブルー・バー・アンド・グリル」駐車場において銃撃事件が発生し、２

人が死亡、１０数人が負傷しました。 

また、９月１２日未明、６月１２日に発生したオーランド銃乱射事件の被疑者が立ち寄って

いた、フロリダ州フォート・ピアスに所在するモスク「イスラミック・センター・オブ・フォ

ート・ピアス」に対する放火事件が発生し、９月１４日夕方、ポート・セントルーシー在住の

３２歳の米国人の男が逮捕されました。 

（２）報道等によれば、フロリダ州内では、都市部を中心に銃器を使用した殺人、強盗等の凶悪犯

罪が恒常的に発生している上、強姦、暴行、窃盗といった各種犯罪も頻発しています。犯罪多

発地域を避けて行動することはもちろん、比較的安全とされる地域においても、深夜の外出を

控えたり、人通りの少ない場所を避けたりするなど、犯罪に巻き込まれないための自衛策を心

掛けてください。また、外出時のみならず在宅中も常時施錠する、車内には貴重品を残すこと

なく確実に施錠する、などといった基礎的な防犯対策を怠らないよう平素から注意することも

重要です。 

（３）一般的に対日感情は良好です。 

 

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

フロリダ州法執行局等の統計資料によれば、２０１５年中の同州の犯罪率は、前年よりも改善

傾向にありますが、多数の日本人が居住・訪問する主要都市の多くは、高い犯罪率となっていま

す。凶悪犯３罪種（殺人・強姦・強盗）の犯罪率については、我が国を著しく上回っているのは

もちろん、同州全域や全米との比較でも高い水準にあると言わざるを得ない状況となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域 年/前年比 人口 犯罪件数
犯罪率
(10万人
当たり)

殺人 強姦 強盗 加重暴行 住居侵入 窃盗 車両盗

2015年 19,815,183 662,372 3,342.7 1,040 7,537 21,097 63,734 109,002 419,384 40,578

前年比 1.6 -1.6 -3.1 5.7 6.1 -2.2 3.8 -9.9 -1.3 12.4

2014年 19,507,369 673,145 3,450.7 984 7,102 21,576 61,403 120,963 425,006 36,111

2015年 439,509 23,601 5,369.9 75 80 1,681 2,637 3,109 13,721 2,298

前年比 2.7 -5.1 -7.6 -7.4 -27.3 -6.1 5.8 -15.0 -5.5 3.5

2014年 428,107 24,867 5,808.6 81 110 1,790 2,492 3,659 14,514 2,221

2015年 1,160,457 43,096 3,713.7 86 379 1,661 4,053 5,380 28,314 3,223

前年比 1.2 -5.0 -6.1 2.4 -10.0 -9.5 -4.2 -16.5 -3.1 2.7

2014年 1,146,579 45,362 3,956.3 84 421 1,835 4,231 6,440 29,213 3,138

2015年 262,949 18,673 7,101.4 32 182 522 1,789 3,401 11,567 1,180

前年比 2.9 -1.0 -3.7 113.3 9.0 -15.8 16.3 1.8 -5.0 19.1

2014年 255,636 18,855 7,375.7 15 167 620 1,538 3,342 12,182 991

2015年 862,637 37,476 4,344.4 97 471 1,398 3,656 6,082 23,456 2,316

前年比 1.7 -5.3 -7.0 1.0 -1.7 -1.5 -5.3 -10.6 -6.0 16.9

2014年 847,832 39,585 4,669.0 96 479 1,419 3,859 6,806 24,945 1,981

2015年 358,279 10,664 2,976.5 34 77 671 1,516 1,833 5,937 596

前年比 1.6 -0.8 -2.3 21.4 24.2 30.5 2.7 0.7 -6.6 20.4

2014年 352,741 10,750 3,047.6 28 62 514 1,476 1,820 6,355 495

2015年 127,955 5,547 4,335.1 2 111 231 586 543 3,767 307

前年比 1.8 2.8 0.9 0.0 8.8 54.0 4.1 -8.6 2.1 3.0

2014年 125,661 5,397 4,294.9 2 102 150 563 594 3,688 298

2015年 53,058 2,797 5,271.6 4 26 85 267 423 1,873 119

前年比 0.6 1.2 0.7 33.3 -7.1 3.7 2.7 -6.2 2.0 15.5

2014年 52,758 2,763 5,237.1 3 28 82 260 451 1,836 103

2015年 187,996 11,677 6,211.3 16 235 399 1,369 2,073 6,617 968

前年比 1.2 7.7 6.5 14.3 18.7 30.0 10.5 -10.5 8.5 45.6

2014年 185,784 10,838 5,833.7 14 198 307 1,239 2,316 6,099 665
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フロリダ州及び同州内主要都市における犯罪発生状況（2015 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※以上出典：（フロリダ州内）Florida Department of Law Enforcement, UCR Offense Data, “Florida Index Crime by Jurisdiction 1991-2015” 

（全米）Federal Bureau of Investigation, Unform Crime Reporting, “Crime in the United States 2015” 

（日本）国家公安委員会・警察庁, 平成２８年警察白書, “統計資料２－２及び２－４” 

 

３．テロ・爆弾事件発生状況 

（１）これまでのところ、フロリダ州におけるテロに係る具体的な脅威情報には接していません

が、６月１２日のオーランド市内における銃乱射事件に関する治安当局の発表及び報道等によ

れば、犯人については、犯行中に国外のテロ組織に言及するなど、国外のテロ組織によって感

化され、過激化した兆候が強く認められる模様であり、現在も治安当局による捜査が継続して

います。また、前記のとおり、この事件に関連して、犯人が立ち寄っていたフォート・ピアス

に所在するモスクに対する放火事件が発生しました。 

（２）９月１７日には、ニューヨーク州及びニュージャージー州において爆弾テロ事件、ミネソタ

州において刺傷テロ事件がそれぞれ発生し、これらの犯人はイスラム過激主義に関係している

ものとみられています。 

（３）その他、今年に入ってからも、インドネシア、トルコ、ベルギー、バングラデシュ、フラン

スなど、世界の様々な地域でテロ事件が発生しており、今後、日本人・日本権益が標的となる

事案が発生する可能性も否定できません。また、イスラム過激派やこれらの主張に影響を受け

た一匹狼（ローンウルフ）によって、繁華街、観光地、公共交通機関といった、不特定多数の

人々が集まり警備態勢の脆弱なソフト・ターゲットを狙ったテロも世界各地で増加しており、

日本人がこれらに巻き込まれることが懸念されます。 

（４）つきましては、こうした厳しいテロ情勢に十分留意するとともに、テロ事件や銃乱射事件と

いった不測の事態に巻き込まれることのないよう、平素から外務省が発出する海外安全情報、

米国国土安全保障省テロ関連情報サイト、報道等に注意を払いつつ、最新の治安関連情報の入

手に努めるとともに、日頃から危機管理意識を持って自らの安全確保に努めてください。ま

た、テロの標的となりやすい場所（イベント会場、公共交通機関、観光施設等不特定多数が集

まる場所、軍・警察・政府関係施設等）を訪れる際には、周囲の状況に注意を払い、不審な人

物や状況を察知したら速やかにその場を離れるなど、安全確保に十分注意してください。ま

た、各種抗議デモや集会等、不特定多数の人々が参集している状況等を見かけた場合は、決し



て興味本位で近付くことなく、その場から速やかに離れるようにしてください。 

 

４．誘拐・脅迫事件発生情報 

  日本人の被害に係る情報には接していません。 

 

５．日本企業の安全に関わる諸問題 

  特異動向に係る情報には接していません。 


